
◆青年部の概要  （平成 24 年 2 月現在）  
青年部の名称 東京都伸銅品商業組合 銅友会 

代 表 者 氏 名 代表幹事 加藤 昌洋 

U R L なし 

設 立 年 昭和 58 年（1983 年） 会 員 数 19 名  

会 員 資 格 

及び定年年齢  

組合員企業の経営者及びその後継者又はこれに準ずるもの。  

定年年齢は 46 歳。  

親組合役員への登用の有無  組合役員に青年部役員を登用している  

◆組合の概要  
組 合 の 名 称 東京都伸銅品商業組合 

組 合 の 住 所 東京都中央区日本橋人形町 2-15-8 

電 話 番 号 03-3668-8651 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 03-3668-8652 

 
 
 
 
 
 

 
 東京都伸銅品商業組合は昭和 57 年に商業組合として認可されましたが、それを遡

ること昭和 22 年、前身となる東京伸銅品問屋組合が、銅製品を始めとした非鉄金属

製品の販売業者による任意団体として設立されました。戦後の混乱期を乗り越え、業

界としての発展期を迎えた昭和 30 年代の後半、組合では組合員の若手後継者が独自

の取り組みを行う組織の創設が検討され、昭和 38 年に「銅友会」の名称で、青年部

が設立されました。  

 設立時に掲げた目的は、①伸銅品問屋業の発展のための研究、②教育情報事業の実

施、③関係団体も含めた親睦と意見交換の実施となっていました。なお、銅友会の語

源については、組合員が伸銅品（銅及び銅合金を板、管、棒、線などの形状に加工し

た製品の総称）を扱っていることによります。  

 

青年部の設立の背景と目的について  

 平成 23 年度は活動理念として「繋がりこそ銅友会」を掲げている。東日本大

震災の発生や経済不況が続く厳しい時代である今こそ、銅友会は人と人との繋が

りが必要であると考えています。  

ＰＲポイント 



 

 銅友会の活動は、大別して教育情報事業と親睦活動に分かれており、各種講習会や

レクリエーション活動を実施しています。平成 23 年度は、上記の活動に沿って『仕

事・個人との繋がり』『家族や家族同士との繋がり』『新たな繋がり』の 3 つの繋がり

を活動の軸として、具体的には、「東京都中小企業団体青年部協議会の事業に参画す

ることによる異業種交流」、「家族ぐるみでのレクリエーション活動の実施」「新規会

員獲得の取り組み」等を実施しています。さらに会員にとって重要な問題である事業

承継をテーマとした講習会を開催しました。  

 また、銅友会の活動は次世代において組合を背負って立つ人材を養成する役割も期

待されており、銅友会の幹部が親組合の理事に就任する機会も多くなっています。  

 

 

 レクリエーション活動は会員間の密接な繋がりを形作る役割を果たしています。会

員は皆、厳しい経営環境下で大きなストレスに晒されていますが、仕事や後継者とし

ての苦労等について同じ悩みを共有し、相談し合う関係を築けたことでメンタル面の

改善に大きく寄与しています。また、会員の年齢層は 20 代から 40 代と幅広く、先

輩会員は後輩会員の良きアドバイザーともなっています。  

 現代の若者は集団活動を避ける傾向にありますが、青年部活動は新たな繋がりを持

つ貴重な機会であり、幹事を中心に若手人材の加入勧奨に務めています。今後とも会

員の勢力を維持・拡大し、歴史ある銅友会の活動を一層活発に行っていきたいです。 

 

 

 銅友会は形式上、東京都伸銅品商業組合の下部組織に位置づけられているが、実態

としては非常に独立性の高い組織となっています。活動自体は全く独自で計画、実行

しており、親組合も青年部の自主性を尊重しています。親組合や OB からのアドバイ

スは貴重な意見として耳を傾けますが、青年部として自ら考え行動することを基本的

な活動方針としています。  

青年部活動における課題や今後の方向性  

青年部の特徴として特にアピールしたい点  

主な事業活動における成果や今後の目標  



【親組合ホームページより抜粋】  

 


